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新年あけましておめでとうございます

10月1日　

みなべ町が
誕生します。

－カメラレポート－



合
併
協
定
調
印
式
か
ら�

　
　
　
　
　
　
合
併
申
請
書
の
提
出
ま
で�

11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
10
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
協
議
項
目
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

12
月
７
日
（
日
）
南
部
町
山
内
　
紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
南
部
町
と
南
部
川
村
の
合
併
協
定
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
立
会
人
と
し
て
木
村
良
樹

和
歌
山
県
知
事
、
来
賓
と
し
て
尾

崎
要
二
和
歌
山
県
議
会
議
長
、
地

元
選
出
の
県
議
会
議
員
冨
安
民
浩

氏
、
坂
本
登
氏
、
花
田
健
吉
氏
、

和
歌
山
県
市
町
村
課
長
坂
越
健
一

氏
を
お
迎
え
し
、
合
併
協
議
会
委

員
、
両
町
村
議
会
議
員
、
両
町
村

区
長
な
ど
多
数
の
方
が
出
席
し
ま

し
た
。

調
印
に
先
立
っ
て
、
南
部
町
杉

本
正
博
助
役
よ
り
こ
れ
ま
で
の
合

併
協
議
の
取
り
組
み
に
関
す
る
経

過
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

経
過
報
告
の
後
、
最
初
に
、
山

繁
雄
南
部
町
長
と
山
田
五
良
南

部
川
村
長
に
よ
り
、
合
併
協
定
書

に
署
名
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
立
会
人
と
し
て
出
席
し
た

協
議
会
委
員
が
、
こ
れ
ま
で
の
合

併
協
議
の
内
容
を
一
つ
一
つ
振
り

返
る
よ
う
に
、
協
定
書
に
署
名
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、

特
別
立
会
人
で
あ
る
木
村
良
樹
和

特別立会人の木村県知事

来賓の尾崎県議会議長、冨安県議、坂本県議、花田県議、坂越県市町村課長

歌
山
県
知
事
の
署
名
の
後
、
木
村

知
事
よ
り
両
首
長
に
協
定
書
が
手

渡
さ
れ
、
３
人
で
固
い
握
手
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。



これまでの経過報告をする南部町杉本助役

合併協定書に署名する山 南部町長と山田南部川村長

合併協定書に署名する

井上南部町議会議長と中家南部川村議会議長

知事から両首長に協定書が手渡されました

立会の署名をされる木村和歌山県知事



「潮の香も　梅の香も良し　南部郷」以前、俳人

黛まどかさんを迎えた句会で、知事自身が詠まれた

俳句を披露され、この句のように、名実ともに南部

郷が一つになり、産業や観光面で非常に将来性・成

長性のある楽しい地域であり、これからも県下第１

号のモデル合併として積極的に応援していきたい。

南部町と南部川村の合併は、「地域と地域」が一

緒になるというのではなく、まさに「人と人」が

一緒になる合併であり、又、両町村議会が特例を

適用せずに首長と同時に議員選挙を行う決断をし

たことに大きな感銘を受けました。

尾崎和歌山県議会議長 木村和歌山県知事

▲
３
人
で
が
っ
ち
り
と

固
い
握
手

協議会委員で記念撮影



12月８日（月）両町村で12月定例議会が開会され、合併協定調印を受けて両町村で合併関連議案が審議されました。

審議の結果、合併関連議案は両町村ともに全会一致で可決されました。

南部町議会 南部川村議会

審議、可決された合併関連議案

①両町村の廃置分合（合併）について

②両町村の廃置分合に伴う議会議員の定数に関する協議について

③両町村の廃置分合に伴う財産処分に関する協議について

④両町村の廃置分合に伴う農業委員会の選挙による委員の在任に関する協議について

12
月
10
日(

水)

県
庁
知
事
室
に
お
い
て
、
山
田
南
部
川
村
長
と
山

南
部
町
長
が
木

村
知
事
に
合
併
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

合併申請書を読み上げる山田村長と山 町長

こ
れ
で
平
成
14
年
11
月
に
始
ま
っ
た
合
併

協
議
に
、
正
式
な
結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
平
成
16
年
10
月
１
日
の
「
み
な
べ

町
」
誕
生
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

合併申請書を木村知事に提出する

山田村長と山 町長

そして再び固い握手



11
月
25
日
（
火
）

南
部
町
役
場
　
３
階

大
会
議
室
に
お
い

て
、
第
10
回
合
併
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
協
議
・
確
認
）

■
協
議
第
22
号
の
３
（
再
提
案
）

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い

て

・
本
文
の
字
句
等
を
一
部
修
正

し
、
原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

詳
し
く
は
、
合
併
協
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://gap

p
ei-

m
in
ab
eg
o
.jp
/

）
を
ご
覧
頂
く

か
、
合
併
協
議
会
事
務
局(

８

４-

３
１
８
０
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

■
協
議
第
33
号

合
併
協
定
書
（
案
）
に
つ
い
て

・
原
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

合
併
協
定
書
は
、
第
９
回
協

議
会
ま
で
に
調
整
方
針
と
し
て

確
認
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

「
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
」
と

い
う
項
目
に
つ
い
て
は
、
今
後

調
整
で
き
次
第
協
議
会
に
報
告

し
ま
す
。
又
、
「
新
町
に
お
い

て
調
整
す
る
」
と
い
う
項
目
に

つ
い
て
は
、
合
併
後
、
条
例
や

予
算
等
で
提
案
し
、
新
町
の
議

会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１．

合
併
の
方
式
に
つ
い
て

２．

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

３．

新
町
の
名
称
に
つ
い
て

４．

新
町
の
事
務
所
の
位
置
に

つ
い
て

５．

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て

６．

財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い

に
つ
い
て

７．

事
務
組
織
及
び
機
構
の
取

扱
い
に
つ
い
て

８．

条
例
・
規
則
の
取
扱
い
に

つ
い
て

９．

旧
町
村
の
慣
行
の
取
扱
い

に
つ
い
て

10．

議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い
に
つ
い
て

11．

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定

数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に

つ
い
て

12．

地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い

て

13．

一
般
職
員
の
身
分
の
取
扱

い
に
つ
い
て

14．

特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

に
つ
い
て

15．

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱

い
に
つ
い
て

16．

使
用
料
・
手
数
料
の
取
扱

い
に
つ
い
て

17．

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い

に
つ
い
て

18．

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

19．

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

20．

消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い

て

21．

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

・
総
務
企
画
関
係
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

・
保
健
衛
生
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

・
住
民
福
祉
関
係
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

・
農
林
水
産
関
係
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

・
商
工
観
光
関
係
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

・
建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

・
環
境
衛
生
関
係
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

・
上
水
道
・
簡
易
水
道
関
係

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

・
下
水
道
・
集
落
排
水
関
係

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
関
係
の
取
扱
い

に
つ
い
て

・
社
会
教
育
関
係
の
取
扱
い

に
つ
い
て

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
扱

い
に
つ
い
て

22．

新
町
建
設
計
画

第10回合併協議会

協
議
さ
れ
た
内
容

協

議

事

項



報

告

■
報
告
第
15
号

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
概
要

版
）
に
つ
い
て

・
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
概

要
版
）
は
、
合
併
協
議
会
だ
よ

り
12
月
号
と
と
も
に
お
手
元
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

■
議
案
第
12
号

合
併
準
備
室
の
設
置
に
つ
い
て

・
平
成
16
年
10
月
１
日
の
合
併

に
向
け
て
、
両
町
村
職
員
に
よ

り
４
班
編
制
（
財
政
計
画
班
、

組
織
機
構
班
、
開
庁
準
備
班
、

電
算
統
合
班
）
で
合
併
準
備
を

進
め
ま
す
。

合
併
準
備
に
係
る
組
織
・
事

務
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

提

案



が
、
こ
れ
も
ご
指
摘
ど
お
り

同
じ
考
え
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。
高
城
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
着
工
も
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
予
算

が
投
入
さ
れ
て
進
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
問
題
は
清
川
球
場

の
下
手
ま
で
の
未
改
良
区

間
、
こ
れ
を
一
日
も
早
く
工

事
区
間
に
設
定
し
て
頂
く
こ

と
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
回
の
合
併

の
大
き
な
目
玉
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
十
分
検
討
を
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
な
運
営
方

法
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

・
山

副
会
長

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
と

い
う
の
は
、
両
町
村
が
合
併

を
合
意
す
る
一
つ
の
根
拠
に

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
平
成
16
年
10
月
１
日
に

新
町
が
誕
生
し
て
、
こ
の
新

町
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
実
施
計

画
を
持
つ
か
と
い
う
の
は
新

町
長
が
決
め
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
つ
い
て
は
、
各
論
ま

で
入
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り

ま
す
が
、
事
業
の
実
施
時
期

等
に
つ
い
て
は
、
財
政
計
画

と
に
ら
み
合
わ
せ
た
中
で
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
個
別
事
業
に

対
し
て
、
私
が
こ
う
な
る
で

し
ょ
う
と
申
し
上
げ
て
も
、

こ
れ
は
権
限
外
の
こ
と
に
も

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
点
で
ご
理
解
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
図
書
館
の
問
題
で
す
。
図
書

進
。
こ
の
路
線
は
、
新
町
の

一
体
感
を
つ
く
る
上
で
大
切

な
道
路
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

現
在
未
改
修
の
高
城
・
清
川

地
区
を
同
時
施
工
で
き
る
よ

う
な
、
そ
う
い
う
方
向
で
促

進
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

２
点
目
は
教
育
施
設
に
つ

い
て
で
す
が
、
南
部
小
学
校

の
１
号
館
の
改
修
は
、
防
災

対
策
上
か
ら
も
急
ぐ
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

第10回 協議会で

こんな意見が
でました

■
協
議
第
22
号
の
３

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

つ
い
て

○
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
高
速
道
路
の
ア
ク

セ
ス
関
係
で
２
箇
所
未

整
備
の
区
間
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
県
道
上
富

田
南
部
線
の
南
部
川
村

熊
岡
地
内
の
改
良
と
県

道
中
芳
養
南
部
線
の
南

部
町
東
吉
田
地
内
の
３

０
０
ｍ
の
未
改
良
区
間

の
改
良
、
こ
れ
は
是
非

促
進
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
国
道
４

２
４
号
線
の
改
修
の
促

県道上富田南部線（南部川村熊岡地内）

３
点
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
に
つ
い
て
で
す
。
ど

の
よ
う
な
運
行
が
な
さ
れ
る

の
か
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
る
施
策
で
す
。
一
日
も

早
い
運
行
の
実
現
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
点
目
は
た
め
池
、
ま
ち

づ
く
り
計
画
で
は
南
部
町
の

五
反
池
と
書
か
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
五
反
池
の
整
備

で
す
。
事
業
内
容
は
堤
の
改

修
で
す
が
、
五
反
池
を
埋
め

立
て
て
津
波
等
の
避
難
場

所
、
防
災
拠
点
に
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
議
論
す
べ
き
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
要
望
と
し
て
申
し
上
げ

ま
す
。

・
山
田
会
長

高
速
道
路
ア
ク
セ
ス
の
県

道
上
富
田
南
部
線
に
つ
き
ま

し
て
は
、
用
地
問
題
が
難
航

し
た
関
係
で
実
質
２
年
遅
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で

は
用
地
問
題
に
つ
い
て
も
理

解
を
頂
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
高
速
道
路
開
通
後
に
な

り
ま
す
が
積
極
的
に
や
っ
て

頂
け
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。国

道
４
２
４
号
線
で
す

南部小学校1号館（昭和31年建築）



館
と
い
う
の
は
、
人
づ
く
り

の
場
で
も
あ
れ
ば
、
地
域
づ

く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
る

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

調
整
の
方
針
で
あ
る
「
中
央

館
」
と
「
分
館
」
と
「
分
室
」、

こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
ん
で
す

が
、
分
館
と
分
室
か
ら
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
本
の
検
索

は
で
き
る
と
。
で
も
、
そ
こ

に
は
あ
ま
り
本
が
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
な

運
営
を
是
非
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
現
南
部
町
立
図
書
館
「
ゆ

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
具
体
案
を

明
ら
か
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、

希
望
者
全
員
が
入
園
で
き
る

よ
う
具
体
化
を
お
願
い
し
ま

す
。

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
回
、
審
議
の
一
つ
の
締
め

く
く
り
と
な
る
協
議
会
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
短

期
間
に
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の

は
、
平
成
14
年
６
月
の
両
首

長
の
決
断
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

っ
た
と
、
ま
さ
に
「
そ
の
時
、

南
部
郷
の
歴
史
が
動
い
た
」

と
い
う
思
い
が
し
ま
す
。

○
「
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
」

と
い
う
項
目
が
、
20
数
項
目

あ
り
ま
す
。
又
、
「
合
併
後

に
調
整
す
る
」
と
い
う
項
目

も
30
項
目
近
く
、
こ
の
協
定

書
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
調
整
し
て
い
く
わ
け
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
こ
そ
、

住
民
の
暮
ら
し
や
生
活
に
関

わ
る
重
要
な
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ら
を
調
整
す
る
の
は
大
変
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
こ
の
合
併
協
議
会
が
引
き

続
き
残
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
委
員
と

し
て
微
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
議
案
第
12
号

合
併
準
備
室
の
設
置
に
つ
い
て

○
合
併
準
備
室
の
人
員
、
事
務

の
進
め
方
等
も
う
少
し
詳
し

く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
谷
事
務
局
長

財
政
計
画
班
は
、
両
町
村

か
ら
１
名
か
２
名
、
開
庁
準

備
班
は
各
課
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
人
数
が
一
番

多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
現
時
点
で
は
、

は
っ
き
り
し
た
も
の
は
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後

詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
両
町
村
の
職

員
が
、
日
常
業
務
を
し
な
が

ら
合
併
準
備
室
の
業
務
を
行

う
、
「
兼
務
」
と
い
う
形
で

や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

・
山
田
会
長

合
併
準
備
室
の
設
置
は
、

１
月
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

準
備
室
の
事
務
所
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
合
併
協
議
会
事

務
局
を
中
心
に
す
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。
又
、
人
員
等

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
増
員
し
て
い
く
方
向
で
考

え
て
お
り
ま
す
。

め
よ
み
館
」
）
は
中

央
館
、
現
南
部
川
村

中
央
公
民
館
は
図
書

館
分
館
、
高
城
・
清

川
公
民
館
、
岩
代
公

民
館
分
館
は
図
書
館

分
室
と
な
り
ま
す
。）

○
先
日
南
部
川
村
で
開

催
さ
れ
た
「
み
な
べ

の
里
ふ
く
し
カ
ー
ニ

バ
ル
」
の
時
に
、
大

勢
の
南
部
町
、
南
部

川
村
の
人
が
集
ま
っ

て
、
す
ば
ら
し
い
住

民
交
流
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
に
、

みなべの里 ふくしカーニバル（フリーマーケット）

合
併
ま
で
に
色
ん
な
交
流
の

機
会
を
持
つ
よ
う
に
し
て
、

自
然
と
交
流
の
輪
が
広
が
る

よ
う
に
、
特
に
女
性
に
た
く

さ
ん
の
機
会
を
与
え
て
頂
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
協
議
第
33
号

合
併
協
定
書
（
案
）
に
つ
い
て

○
学
校
教
育
関
係
の
取
扱
い

幼
稚
園
の
問
題
で
す
が
、
合

併
ま
で
に
幼
稚
園
は
入
園
希

望
者
が
増
加
す
る
こ
と
へ
の

対
応
を
検
討
す
る
と
な
っ
て

・
山

副
会
長

幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て

は
、
法
律
の
改
正
を
待
つ
ま

で
も
な
く
、
み
な
べ
町
に
と

っ
て
幼
稚
園
と
保
育
所
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
、
新
町

で
早
期
に
実
施
す
べ
き
大
き

な
１
つ
の
問
題
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
新
町
に
引
き
継
い
で

南部幼稚園
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南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会
だ
よ
り

本
誌
は
森
林
資
源
保
護
の
た
め
、

再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
11
月
25
日
、
南
部
町
と
南

部
川
村
に
よ
る
10
回
目
の
合
併
協

議
会
が
終
了
し
、
協
議
す
べ
き
項

目
が
す
べ
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
12
月
７
日
、
南
部

町
と
南
部
川
村
は
合
併
協
定
書
に

調
印
、
翌
12
月
８
日
の
両
町
村
議

会
で
は
全
会
一
致
で
合
併
関
連
４

議
案
を
可
決
し
て
頂
き
ま
し
た
。

本
年
10
月
１
日
予
定
ど
お
り
、
新

し
い
町
「
み
な
べ
町
」
の
誕
生
と

な
る
で
し
ょ
う
。

南
部
町
と
南
部
川
村
と
の
合
併

は
、
簡
単
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
二

つ
の
自
治
体
が
一
つ
に
な
る
の
は
、

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

山
田
村
長
さ
ん
が
提
唱
さ
れ
た

「
互
譲
の
精
神
」
を
両
町
村
の
関
係

者
が
強
く
持
っ
て
話
し
合
い
を
進

め
た
こ
と
、
そ
し
て
住
民
の
皆
さ

ん
の
今
回
の
合
併
に
関
す
る
深
い

ご
理
解
に
よ
り
、
今
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
合
併
は
行
政
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の

行
政
水
準
を
維
持
し
住
民
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
保
障
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

軌
道
に
乗
る
ま
で
は
、
と
ま
ど
い

を
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
が
か
か

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

こ
そ
が
試
練
と
い
う
べ
き
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

新
し
い
年
を
迎
え
て
気
分
一
新
、

夢
と
希
望
を
も
っ
て
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
13
年
10
月
、
田
辺
周
辺
10

ヶ
市
町
村
に
よ
る
首
長
会
が
発
足

し
、
田
辺
広
域
で
の
合
併
プ
ラ
ン

か
ら
本
格
的
な
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
紆
余
曲
折
を
経
て
こ
こ
に
到

着
し
ま
し
た
。

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議

会
（
法
定
）
が
発
足
し
た
の
は
平

成
14
年
11
月
12
日
で
あ
り
ま
す
。

以
来
、
平
成
15
年
11
月
ま
で
10
回

の
会
議
を
も
っ
て
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
重
要
項
目

と
さ
れ
て
い
た
「
新
町
の
名
称
」

「
新
町
の
事
務
所
（
役
場
）
の
位
置
」

「
財
産
の
取
扱
い
」
「
議
員
定
数
と

任
期
」
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
特
に
紛
糾
す
る
こ
と
な

く
合
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
併
問
題
が
、
比
較
的
順

調
に
進
行
し
て
き
た
要
因
を
考
え

て
見
ま
す
と
、
ま
ず
南
部
町
と
南

部
川
村
の
住
民
の
意
向
を
第
一
義

と
し
た
こ
と
。
両
町
村
間
の
信
頼

関
係
と
相
互
譲
歩
の
精
神
を
堅
持

し
て
き
た
こ
と
。
住
民
の
皆
さ
ん

に
す
べ
て
の
情
報
を
公
開
し
て
き

た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

既
に
合
併
協
定
調
印
と
議
会
議

決
を
得
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年

10
月
１
日
に
新
町
「
み
な
べ
町
」

誕
生
と
な
り
ま
す
が
、
私
達
は

「
や
ら
さ
れ
る
合
併
」
で
は
な
く
、

時
代
に
即
応
で
き
る
柔
軟
性
と
強

力
な
行
財
政
力
を
保
持
す
る
新
自

治
体
を
め
ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

両
町
村
住
民
の
英
知
を
結
集
し

て
、
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
年
に

な
り
ま
す
よ
う
念
願
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


